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邑久高校理科でのこれまでの取り組み

一昨年 廃食油のリサイクル

１．→バイオディーゼル ＋ グリセリン

２．→廃油石鹸

３．→廃油キャンドル

昨年 カキ殻のリサイクル

４．→カキ殻チョーク

５．→カキ殻ガラス



H28年度 邑久高校文化祭(千町祭)

保健委員 理科

保健委員と理科研究グループで私の健康・地
球の健康をテーマに環境普及活動を行った。

手作り石鹸・ア
ロマキャンド
ル・ガラスイン
テリアの配布
環境アンケート

これまで
の取り組
みをもと
に保健委
員への技
術指導



目次

・これまでの研究紹介

・校内への普及

・文化祭での地域への普及

・今回の活動で気づいたこと



作り方の普及と配布による普及

保健委員と合同で文化祭を訪れた方へ配布

配布できるクオリティーのある製品

在校生への作り方指導

低コストで生産

配布するための大量生産



これまでの
研究成果の紹介
１．→バイオディーゼル ＋ グリセリン

２．→廃油石鹸

３．→廃油キャンドル

４．→カキ殻チョーク

５．→カキ殻ガラス

※赤字にしているものを文化祭で配布



１．バイオディーゼル燃料作り
エステル

交換

多量のグリセリンができる

触媒として

苛性ソーダ

を使用



作成したBDFは耕運機
に入れ、畑を耕した。

Ｂ
Ｄ
Ｆ
廃
グ
リ
セ
リ
ン

多量のグリセリン
が余っていた



２．石けん作り

鹸化



材料

廃食油
300g

H2O2 10g純水 80g

NaOH
45g



廃油300g に
（純水 80g＋ H2O2  10g ＋NaOH 45g）の
混合液を注入



廃油石鹸の完成

型に流し込んで
数日待つ



３．廃油キャンドル作成
材料 温めた廃食油 油の

凝固剤

アロマオイル

着色用
クレヨン



廃油キャンドル作成



廃油キャンドル作成



４．カキ殻チョーク作り
カキ殻

電気炉で

980℃で焼く

カキ殻と水と
PVAを混ぜる

完成



５．カキガラス作り

材料

カキ殻

１.１ｇ

ｼﾘｶｹﾞﾙ

１.４ｇ

ホウ砂

４.０ｇ

重曹

３.２ｇ

材料

カキ殻

ｼﾘｶｹﾞﾙ

ホウ砂 重曹



カキガラス（金属による着色）

材料

カキ殻

１.１ｇ

ｼﾘｶｹﾞﾙ

１.４ｇ

ホウ砂

４.０ｇ

重曹

３.２ｇ
酸化銅(Ⅱ)

を０．０１ｇ

金箔を

０．０１ｇ

スズを

０．０１ｇ

二酸化ﾏﾝｶﾞﾝ
を０．０１ｇ

塩化コバルト

を０．０１ｇ



校内への普及
校内への宣伝

生徒・先生方から廃食油をたくさん
持ってきていただきリサイクルした



理科研究グループによる
保健委員会への作り方指導

校内への普及

１．廃油キャンドル作り

２．廃油石鹸作り

３．ガラスインテリア作り



１．廃油キャンドル作り



１．廃油キャンドル作り



１．廃油キャンドル作り



１．廃油キャンドル作り



廃油キャンドル作り（完成）



２．廃油石鹸作り



２．廃油石鹸作り



保健室では

切れ端をまとめて



廃油石鹸作り（完成）



遠心分離機
2900RPM～８７０G で10分間

Ｂ
Ｄ
Ｆ
廃
グ
リ
セ
リ
ン

３．ガラスインテリア作り
（廃グリセリンの利用）



酸化

銅(Ⅱ)

金箔

スズ

二酸化

ﾏﾝｶﾞﾝ

塩化

コバルト ※透明度を出す
ために市販のグ
リセリンと混ぜて
います

３．ガラスインテリア作り



配布するもの

・アロマキャンドル

・廃油石鹸

・カキガラス



邑久高校文化祭（千町祭）での
保健委員会による展示・配布
環境についてのアンケート調査

地域への普及



文化祭での様子１



文化祭での様子２



文化祭での様子３



アンケートを記入後にお土産配布



アンケートを記入後にお土産配布



環境を守るために何かしていますか？

リサイクル（分別） ２２名

ゴミを極力出さない（ポイ捨てをしない） １６名

節電・節水をする ７名

ゴミを拾う ５名

エアコンの温度設定をひかえめにする ３名

お風呂の残り湯を利用する ２名

使い終わった油を固めて捨てている

マイバック持参

アンケート調査



その他感想や要望など
ガラス玉がかわいい ５

キャンドルや石鹸がかわいい ４

手作りのお土産が良かった（売り物みたいだった）２

廃油を使ったアロマキャンドルは自分でも作れそう２

廃油から石鹸ができるとは知りませんでした

展示が優しい色で統一されていて癒された

これからも環境について考えていきたい

環境保全のため地域と一体となって活動したい

環境を守る＝人体を守る

アンケート調査



今回きづいたこと

研究活動だけでは・・・普及活動をすることに
よって・・・な発見があった

アンケートをとってみると・・・




